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現在、環境問題対策として推奨されているバイオプラスチックの生産は、原料の9割以上が輸入され
たものであり、関税や気候変動によるコストが変動し易い事が懸念されている。バイオプラ素材のコス
トや機能性に課題が多く、発展途上の最中である。
私は、高知大学発の陸上養殖技術を活用し、量産されたアオノリを原料とするバイオプラスチックを
生産する技術の社会実装を目指す。多細胞植物で最も成長が早く、日本で生産可能なアオノリは
新たな持続可能な原料であり、プラスチックの原料として高いポテンシャルを持つ。

大量生産
・現在の海藻陸上養殖技術よりも低コスト且省力化された原料生産システムの開発
・既存のバイオプラスチック製品を代替え出来るだけの大量生産システムの構築

用途探索・機能性獲得
・市場に合ったプラスチック製品の作製、また付加価値の探索

現在の海藻の陸上養殖システムは確立しており、昨今の海藻の収穫量減少に伴い全国的に広が
りを見せているが、導入コストが大きく低価格の原料生産には向いていない。安価かつ需要を満たす
供給量の実現が事業化の大前提となる。まずは、現状の素材で参入見込みのある市場を見つけ
出し、そこで需要を満たせるほどの量産体制と機能性の獲得を目指していく。さらには、プロトタイプ
を作製し市場ヒアリングに取り掛かる事が事業化の第一歩となる。


